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本研究の目的は， 勤務校や地域社会というロ ー カルな文脈のなかで教師の
カリキュラム開発能力がいかに形成されるか， その過程を， 実際にカリキュ
ラム開発を行っている教師のライフヒストリ ーをもとに事例的に検討するこ
とにある。 そのため， 英国の「教師のライフヒストリ ー」の方法を援用して，
ある高校教師の自己形成過程を分析し， その結果をもとに， 従来の研究方法
の限界を克服するための視点を導出する。
事例研究の結果によれば， 今後， 教師のライフヒストリ ー研究を蓄積する



















活のなかで実感したり， 身近なテ ー マに即して異なる教科の知識を関連づけて理
解できるよう， 柔軟にカリキュラムをつくりかえていく必要がある。
こうした各学校でのカリキュラム開発への転換を促した一つの契機は，1975年
に東京で開催された『カリキュラム開発に関する国際セミナ ー 』 (1) であったとい












がこれを学問的に支えた。 このように， これまでわが国では， 教師のカリキュラ
ム開発能力を育成するため， 教師の発達パタ ー ンを解明し教師教育プログラムの


























要がある。 このとき， 教師の自己形成過程を一定のパタ ー ンに当てはめて分析す
る従来の教師研究の方法も， 授業場面に焦点づける事例研究法も． ともに限界を
もつ。
そこで本研究では， 英国のカリキュラム研究者グッドソン(Goodson, I. F.)が





















動が， なぜ， どのように引き起こされるかに迫ろうとした (6) 。 その後， 社会学の
主流が統計的調査法と構造機能主義に移行したため， こうした時間と労力を要す
る方法は敬遠され，70年代までこの方法による研究はほとんど行われなかった。





















教室の観察や教師へのインタビュ ー によって， 授業場面で構成される主観的現実
を顕在化させ， その背後にある教師の自己像の変容を促す方法を発展させた




















比較的自由で開かれた雰囲気を持つ。 同校のカリキュラムは， 3年生の4 時間目
終了後， 連続2時間の自由選択科目を置いている。K教諭は1998年度から自
択科目『生物1I」に含まれる「課題研究」の部分を拡大解釈し，「総合学習












できないかと考えていた。 3年前にビオト ー プを本校の中庭につくり， その
取り組みの中で多くのことを学んだ。周辺の自然が失われていく状況でビオ
ト ー プが一種のブ ー ムになったせいもあり， 多くの学校関係者， マスコミ，























①生徒主体の参加型授業にし， 中心を探求学習， 問題解決学習にする。 一課
題を生徒が自主的に見つけることを目的とする。




現場に行き． 調査， 実験を行う。 ここで得たものは生徒自身のオリジナル
であるはずである。
④普遍的な学習の方法を修得させる。 一問題の設定の仕方， 探求の仕方， 協
カの仕方， 実験の仕方， 聞き取り調査の仕方， まとめ方， 発表の仕方など
の方法を指導する。







ものとなっている。 実際， 年間を通して， W教諭が政治経済の授業で長年実践し
てきたデイベ ー ト学習を指導したり， 環境問題に対する生徒の関心を触発するた
め， 日本史担当の教師が「坂川の水と歴史」という講義を行ったり， 地理の教師
がプレゼンテ ー ションの技法を指導したりと， 同僚教師による指導を授業内容に
盛り込んでいる。 また， 一学期後半に生徒に班の研究テ ー マを設定させ夏休みに
フィ ー ルドワ ー クを行わせる。 そこで出てきた生徒の悩みや疑問に応えるため，
他教科の教師も適宜アドバイスを行う体制を整えている。
こうした指導体制によって， 生徒のテ ー マは教科枠に制約されない多様なもの
となっている (13)。 さらに， テ ー マ設定のヒントを与えるため， K教諭自身が生徒
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人， 生徒代表5人からなるワ ー キンググル ー プ「総合学習委貝会」をつくり， そ
こで議論することにした。 その結果を「教育課程検討委員会」に報告し検討する
方式である。「総合学習委員会」は2000年度から先行実践の見学を始め， 2001年
度は， 教師側の構想をたたき台にしつつ， 保護者の協力を得る方法や， 学習発表
会をどう行うかなど， より具体的な計画を議論する段階に入っている。さらに，
この作業と並行して， 2001年度はK教諭自身が 1 年生の 担任となり， 上記の計画
をもとに， 同学年担当の他の教師と協力して総合学習の試行に着手した。2002年
度もこれを継続している。
筆者は， 2000年5月から2002年9月にかけて， 週l匝から 2回の頻度でA高校
に通い， 生徒への助言者を兼ねて「総合学習『環境学』」への参加・観察を行っ
た。 途中， K教諭に対して， 4回に渡って総計約10時間に及ぶインタビュ ーを実
施した。 また，「環境ゼミ」への参加を通して同校の他の教師の意見を聞いたり，










し， 1996年には K教諭とビオト ープづくりに携わった元同僚の Y教諭にもインタ
ビュ ーを行った。 生徒への配布資料や実践報告書など， 文書記録の収集も可能な
限り行った。
3. K教諭のライフヒストリ ー の事例研究
(1)子ども時代と学生時代の経験
教師のライフコ ー スに関する先行研究において， 子ども時代や学生時代に受け
た授業や優れた教師との出会いが， 教職入職後， 教師の自己形成のモデルとなる
例が多く報告されている (14) 。 そこで筆者はまず， 子ども時代から学生時代にかけ
てのK教諭自身の被教育経験から， 現在の自己に繋がるエピソ ー ドを聞き出そう
と試みた。 すると，「先生にあこがれて先生になったってタイプじゃない」という






出会いは特になかったようである。 K教諭が語る子ども時代のエピソ ー ドから，
学校の授業とは別に， 彼の学習への動機づけを裔める経験が存在したことがうか



























































くってそれに合わせた授業をちょっとやったんです。今のフ ー ルドワ ークみ
たいな感じでね。進化の話とかをやっていて， その中で実際に博物館や動物
園に行って高校生が見てもおもしろいものがあると。」
こうした教材づくりのエビソ ー ドに， 周囲の自然に親しみ， 博物館に通い， 疑
を図鑑等で調べて深めていくという， 彼自身の子ども時代からの学習スタイ
ルの反映を読みとることができる。先述したように， 子ども時代の学習から
院時代の生態学の研究に至るまで， 彼は， フィ ー ルドワ ー クを核に自らの関心を
広げ知識を深めてきた。彼はこの研究会で他の教師から刺激を受け， 彼自身のそ
れまでの学習スタイルを捉え直すことによって， フィ ー ルドワ ー クを採り入れた
独自の教材づくりの視点を獲得したということができる。
しかし， 彼にとって， こうした教材づくりの経験は， させる
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ための， いわば技術面での解決策にすぎなかった。 というのも， ほぼ同時期に，
彼は，「生徒が学校で学ぶことの意味」を根本的に問う契機となる， 別の経験をも























となった。 A高校には当時『守る会』の中心メンバ ー で生物科担当のY教諭が勤
務していた。 この頃から， 彼の教材づくりも， 単に生徒を授業に向けるためでは
なく， 生物の学習を通して自然の大切さを教えるという明確な意図をもったもの
に変化する。 そのため， Y教諭と協力して， それまでのフィ ー ルドワ ー クを採り
入れた教材をさらに発展させ， 生徒の目を地域の自然に向けるために工夫を凝ら






ら都市に人工的に自然を回復する「ビオト ー プ」(18) 関心をもっていたため， Y教
とともに職員会議に提案し了承される。準備は順調に進み，約1年後，中庭に




を調べさせるフィ ー ルドワ ー クだけでなく， 人に会って質問したり取材をするよ



































A高校では， 現在， K教諭を中心に， 教師だけでなく保護者と生徒を含めてカ




以上， K教諭のライフヒストリ ー をもとに， 彼が「授業の改善」から「カリキ
ュラム開発」へと意識転換を遂げた背後にどのような自己形成があったかを， 勤








も時代から現在まで した様々 される した意味， である。
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①はロ ーカルな文脈が教師の自己形成に及ぽす変容の特徴を示す。 K教諭の自己
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